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パテント編集委員会

副委員長　佐　藤　富　徳

★依頼原稿★

・四国の知的財産事情 ……………………………………………………………………………………………山内　康伸

・弁理士過疎県での29年 ………………………………………………………………………………………河野　　誠

・鳥取大学における知的財産活動と産官学連携について …………………鳥取大学知的財産センター　松井　孝一

・山口TLOの活動状況と展望について …………………………………………………………………………中嶋　和昭

・講演会「商標権と関連する不正競争事件の留意点」 ………………………………………………………牛田　利治
★インタビュー★

・高知県の海洋深層水に対する取り組みについて ………………………………………高知県庁　海洋深層水対策室

なお，下記の原稿は，パテント近日中に掲載予定です。

・中国・四国部会研修会テーマ

　「仲裁代理の実務研修」（仮題） ………………………………………………………………………………小谷　悦司

・地域セミナー『松山セミナー』講演

　「地域ブランド商標，その登録可能性と地域活性効果」（仮題） ………………………………日本弁理士会研修所

特集《中国・四国は今！》　 パテント編集委員会 

特集「中国・四国は今！」にあたって

　最近日本経済も回復の明るい兆しが見えてきている。こんな中，中国・四国をテーマに特集を行う

のは嬉しい限りです。そして，中国・四国地方は，歴史があり，地理的にも広範囲であり，バラエティー

に富み，特集記事を組むのにもフットワークが必要であり大変です。

　弁理士会の方でも，昨年に続き今年も地域活動促進に力を注いでおります。知的財産推進計画 2004

にもありますように，知的財産を活用して地域を振興するということが謳われております。それに則っ

て，知的財産権による中国・四国の活性化を図り中国・四国を大いに盛り上げていこうという趣旨も

今号の特集に加味されています。

　今回の特集「中国・四国は今！」では，色々な切り口を考えた結果，下記のような特集テーマで特

集を行うことにしました。何らかの形で知的財産権に関する特集テーマを選定したつもりです。特集

内容について，各テーマ毎の紹介は，紙面の関係割愛させていただきますが，中国・四国が頑張って

いる現状と目指す所を，読者の皆様にお知らせすることを目的としています。特集テーマは，インタ

ビュー，依頼原稿の 2部構成にしています。中国・四国の人は勿論のこと，中国・四国以外の人にも，

知的財産活動を行う上で，大いに参考になるのではないかと考えております。是非ご一読下さい。なお，

ご意見等ありましたら，どしどしパテント編集委員会の方へお寄せ下さい。

1特　集≪中国・四国は今！≫


